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Ⅰ．これまでの浦安市日の出地区に関する経緯

１. 三番瀬再生計画案（円卓案）
○大規模な自然再生（土地の確保）

２.  円卓会議後の協議（再生会議前）
○前提として土地の購入が必要
○県は財政的な問題で断念

４.  浦安市新町の土地利用計画の変更
○再生会議に事前に説明が無かった事への異論が
多くの再生委員から出される(１９回再生会議）

○緑地等の活用について「県としては、円卓会議
案の趣旨を活かせよう、こうした緑地や隣接す
る護岸のあり方について、関係者と具体的な検
討をしてまいりたい」（２０回再生会議資料）

３. 三番瀬再生会議
○県は湿地再生は市川市塩浜で
○浦安については状況の説明されず

三番瀬再生計画案（円卓案）のイメージ

５. 都市計画変更の決定
○浦安市は干潟観察舎用地を取得の方向

６. 環境学習施設等検討委員会(実施計画）
○環境学習施設・環境学習の場の検討も記述

浦安市新町の都市計画変更
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Ⅱ．環境学習・自然再生体験の場の基本的考え方

三番瀬再生の目標（再生基本計画）
１.  生物多様性の回復
２．海と陸との連続性の回復
３．環境の持続性及び回復力の確保
４．漁場の生産力の回復
５．人と自然のふれあいの確保

三番瀬環境学習施設等
検討委員会の報告

○ 環境学習を通じて、…三番瀬の自然再
生に資するものとなるべき…

○三番瀬のための環境学習（For)は、三
番瀬の環境保全、自然再生などに結び
ついた…実践する環境学習

○「生物多様性の回復」や「海と陸との
連続性の回復」を目指した再生計画と
あいまって…

○環境学習の場については、三番瀬の再
生に資するという観点から、公園等三
番瀬に隣接する公共用地の活用方法を
含めて検討する必要

三 番 瀬

＜環境学習・自然再生の場のコンセプト＞
一体的なグランドデザインの議論の必要性
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多くの関係者
・護岸→県・緑道→企業庁・公園→UR
・観察舎→浦安市：県の方向性の重要性



べか舟の水路


